
川崎区地域自立支援協議会 

ともに暮らすまちづくり 

 

～みんなにやさしい川崎区～ 



川崎区について 
       （平成26年10月1日現在） 

人口     219,862人 

 

障害者手帳の取得者数 

 

・身体障害者手帳          ７，２０３人 (8月末） 

                 

・療育手帳（判定のみの方含む） １，３８６人 （8月末） 

 

・精神障害者保健福祉手帳    １，４６１人 （8月末） 

 

 

 



地域自立支援協議会組織図 
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 川崎市 

専門委員会                   
（協議会参加機関） 

全体会議                   
（協議会参加機関） 

事務局会議        

 （行政・相談支援センター） 自立支援協議会の運営について検討 

地域生活の課題について 

意見交換会として検討 

広報・研修・当事者参加 

課題整理ワーキンググループ 広報委員会 



協議会の構成員 

 

・当事者           ・精神保健福祉センター 

・家族            ・視覚障害者情報文化センター 

・療育センター           ・川崎区社会福祉協議会    

・特別支援学校     ・二次専門機関 

 （地域担当）         ・区役所 

・障害者支援施設    ・支所 

                             ・相談支援センター 

                       

                          合計38団体 

 



協議会の活動内容 

☆毎月1回の事務局会議 

 

☆毎月1回の全体会議 

 ・意見交換会 

 ・専門委員会 



☆昨年度の専門委員会の取り組み☆ 
 
・昨年度は「災害対策」「こども」「暮らし」の３つの委員会を設置しました。 
 
「災害対策」⇒東日本大震災で被災者の実情を構成員で共有し、区 
         として取り組むべき課題を整理しました。 
         ＤＶＤ「生命（いのち）のことづけ」を鑑賞。 
         検討した内容を課題整理ワーキングに提案しました。 
           
「こども」⇒川崎区は外国人親子が多いため、障害のあるこどもの制 
              度を記載した8か国語の制度案内パンフレットを作成しま   
              した。 
 
「暮らし」⇒日中活動先の利用者・家族に対する支援や、職員の業務 
       中の悩みなどをフリートークで共有しました。 
        
       



こども委員会で作成したパンフレット 

（8か国語の1部です） 



☆意見交換会の目的☆ 
 
 昨年度の暮らし委員会で出てきた課題をもとに、今年度の意見交換会を
設けました。 
 小グループに分かれ、様々な立場や職種で多角的にテーマについて検討
し、共有を図ることを目的としています。 
 話し合った内容をまとめ、課題整理ワーキングに提案していきます。 
 
☆意見交換会の内容☆ 
 
4月、5月 「意見交換のテーマを検討」 
 
6月～8月 「資源不足について」 
        「児童期」、「成人期」、「高齢期」の3グループに分かれて 
       意見交換を実施しました。 
 
10月    地域包括支援センターとの意見交換会を実施しました。 
 

 
 



意見交換会の様子 



 ☆今年度の専門委員会の内容☆ 

 
   ○当事者参加委員会 
 
 
    ○研修委員会 
 
 
    ○広報委員会 
 
 

 

 



 

  「当事者参加委員会」 
 
 

 

        

・当事者参加の在り方や参加方法、川崎区
としての方向性を検討しています。 

 

・今年度は特別支援学校の生徒会に参加
して頂けるよう、取り組みを進めています。 



      「研修委員会」 

 
 

           

・川崎区地域自立支援協議会が主催する
研修の企画、運営を行います。 

 

・今年度は協議会構成員による「わーくす
川崎」と「視覚障害者情報文化センター」の
見学会を企画しています。 



      「広報委員会」 
 
 

 

 
 

・地域に川崎区地域自立支援協議会の情報
を発信する方法を検討しています。 

 

・今年度は協議会のパンフレットの作成を企
画しています。 



今後の予定 

11月⇒わーくす川崎、視覚障害者情報文化センター見学 

 

12月、１月⇒引き続き「資源不足」をテーマに意見交換会 

         を実施。 

 

2月⇒意見交換会まとめ 

 

3月⇒次年度に向けての話し合い 



ご清聴ありがとうございました。 
 
 


